
１ 連携先 

・那珂市教育委員会

・那珂市教育支援センター

２ プロジェクト参加者 

・丸山 広人（茨城大学教育学部，准教授：

企画立案，指導助言，総括） 

・沼田 義博（那珂市教育委員会指導室長：

 企画，運営，全体総括） 

・野村  仁（那珂市教育委員会指導主事： 

企画補助，渉外担当） 

・久保田善徳（那珂市教育委員会指導主事：

企画補助，渉外担当） 

・中庭 一俊（那珂市教育委員会指導主事：

企画補助，渉外担当） 

・小宮 隆春（那珂市教育支援センター，

センター長：企画，運営，全

体総括） 

・綱川 弘樹（那珂市教育支援センター，

カウンセラー：会計，庶務，

研究員） 

・戸倉 花子（那珂市教育支援センター，

カウンセラー：研究員）

・大久保れい子（那珂市教育支援センター，

相談員：研究員） 

・湯澤 智子（那珂市教育支援センター，

相談員：研究員） 

・ 

・髙畑恵美子（那珂市教育支援センター， 

相談員：研究員） 

・勝山 洋光（那珂市教育支援センター，

就学担当相談員：研究員） 

・加倉井 正（那珂市教育支援センター，

相談員指導員：研究員） 

３ プロジェクトの実施概要 

① プロジェクトの目的

本市では平成 28 年度より茨城大学戦

略的地域連携プロジェクトとして「麦の

穂プロジェクト」を立ち上げ，「しなやか

で折れない心を育てる(レジリエンス)」

プログラムの開発を進めてきた。平成 28

年度には，プロジェクトの全体像立案と

実践的な支援プログラムの作成を行った。

児童生徒が学校生活上の諸問題に直面し

たとき，前向きな気持ちをもって立ち向

かい，しなやかに受け流す「強い心」や

「折れない心」の育成を目指し，レジリ

エンストレーニングプログラムの開発を

行った。平成 29 年度には，それらの支

援プログラムを各小中学校で実践し，児

童生徒の自己肯定感を高められるプログ

ラムになるよう改良を加えてきた。平成

30 年度には，出前授業を通して支援プロ

グラムを各学校に紹介し，先生方にレジ

令和元年度戦略的地域連携プロジェクト報告書 

「自然・人・福祉との関わりから児 童生徒を支える居場所づくり 

～「麦の穂プロジェクト」から「 ひまわりプロジェクト」へ～」 
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リエンストレーニングの意義や方法を広

めることを目的として実践してきた。 

これらの茨城大学戦略的地域連携プロ

ジェクトの助力のおかげで，本市教育支

援センターの成果が認められ，教育支援

センターの移転に伴い施設や人員の拡充

が行われることとなった。県内屈指の広

さを誇る大型の教育支援センターへと変

わることで，活動プログラムが多様化す

るとともに，地域や家庭と連携しやすい

センター機能も有することができるので

はと考えている。また，人員の拡充によ

り，教育支援センターへスクールソーシ

ャルワーカー（以下，ＳＳＷ）を配置す

ることを目指した。これにより，教育支

援センターから福祉部門へのアプローチ

が可能となり，教育部門・心理部門・福

祉部門の連携の強化が期待できる。 

  【資料１ 麦の穂プロジェクトの考え方】 

今までの「麦の穂プロジェクト」では，

学校やセンター内での授業で実践できる

活動プログラムが中心であった。そこで，

本事業は，センター移転に合わせて不登

校や登校しぶりの児童生徒だけでなく，

現代的な諸課題を抱えている児童生徒が，

しなやかに受け流し「折れない心」を育

成するために，「自然との関わり」「人と

の関わり」「福祉からのアプローチ」の 3

つの側面を加えた「ひまわりプロジェク

ト」としてレジリエンス理論を補完・拡

充し，より有効な活動・連携を見いだす

ことを目指す事業とした。 

 

ひまわりプロジェクト 

ストレスを跳ね返す力 すばやく立ち直る力 最後までやり抜く力 

レジリエンス（折れない心・折れにくい心）の育成

自然との関わり 
・那珂川での自然体験

・田畑での生き物観察

茨城大学 

人との関わり 
・地区交流センターとの連携活動 

・保護者会「たいよう」

福祉との連携 
・こども課等との情報交換

・社協や児相との連携

【資料２ 麦の穂プロジェクトを補完・拡充した「ひまわりプロジェクト」イメージ】 



② 連携の方法及び具体的な活動計画 

ア 連携の方法 

 本事業にあたっては，那珂市教育支援

センターのスーパーバイザーである丸

山准教授が，事業全体の構想から各活動

の企画・運営全般について随時指導助言

を行った。また，年間５回，那珂市教育

支援センター研修会において，職員の資

質向上とともに，心理部門，福祉部門，

教育部門の連携や有効な体制づくりに

ついて指導助言を行った。 

 

 イ 具体的な活動内容 

ⅰ 自然との関わり 

  自然豊かな環境の中で自然体験活動

を行うことにより，レジリエンスや自

己有用感を高めさせ，不安や悩みに立

ち向かえる心の強さを育成する。また，

その有効性について実証研究を行う。 

ⅱ 人との関わり 

  地域の人々や保護者との関わりを体

験活動プログラムとして実施し，同じ

悩みをもつ保護者をつなぐネットワー

クをつくることで，児童生徒を支える

連携体制をつくる。 

ⅲ 福祉からのアプローチ 

市こども課との連携を強化するとと

もに，教育支援センターへＳＳＷを配

置することで，児童生徒の環境改善を

図りレジリエンスの育成を行いたい。 

 

③ 期待される成果 

ア 大学がもつ専門的見地からの支援 

   「強くしなやかで，折れない心」を育

成するにあたり，友だち関係で不安を抱

えたり不登校で悩んだりしている児童生

徒の心性をよく理解し，配慮することが

重要である。そのため，大学がもつ専門

的見地を生かしたプログラム開発や３つ

のアプローチの有効性の検証を行うこと

で，目的達成に向けた効果が期待できる。 

また，児童生徒の心理特性や過去の体

験等に応じた具体的な助言・提案を行う

上でも，茨城大学教育学部並びに教育学

研究科の学生・院生等による人的支援は

大いに有効である。 

 イ 行政機関からの支援 

教育支援センターの移転により，児童

生徒の活動だけでなく，研究・研修の場

としての機能を有することができる。こ

の環境を，大学を中心とする関係機関と

の連携体制の確立に活用し，その専門性

を大いに発揮できるステージ並びに種々

の教育理論を検証する実践の「場」とし

て，大学の研究に役立てることを期待し，

大学と自治体の地域連携モデルを提案し

た。 

 

４ プロジェクトの実施成果 

① 活動実績 

 ア 自然との関わり 

 

 

 

 食について考えることは生きること

を振り返ることでもある。食物を育てて，

それを食べるという経験を通して，育て

ることを楽しんだり，食べることを実感

したりしながら，食について考える機会

とした。 

 

 

 

 

 

 

 

【資料３ ベビーリーフ育成体験】 

 

 

ⅰ ベビーリーフを育てよう体験 

：５月２１日 

 



 

 

 

自分で食事を用意することで食に対

する意識を深めていく。また，屋外で

様々な感覚を刺激することで，より「生」

に対する意識を深めることにもつなが

る。自分で作ったお弁当を持参し，散策

しながら食し，楽しみながら様々な感覚

を刺激することで心理的な開放と安定

を図る体験とした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  【資料４ 弁当づくり体験】 

 

 

 

五感による様々な自然体験を通して，

自然や環境への理解を深めたり，美しさ

や面白さを発見し合ったりすることを

ねらいとした。雨天のため，残念ながら

室内での実施となった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【資料５ 屋内でのネイチャーゲーム】 

 

 

 

 

集中力を高めることは不安の軽減に

も役立つとされている。座禅は意識の集

中と拡散の繰り返しであるが，それ自体

にリラックス効果があると言われてい

る。日本に伝わる文化としての座禅を学

び，豊かに実ったリンゴ狩りを楽しみ自

然に触れる体験とした。また，今回の行

事には，保護者会から３名が参加した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【資料６ リンゴ狩り体験】 

 

イ 人との関わり 

 

 

 

カードなどを使い，子どもたちが楽し

めるような方法で自分自身の将来につ

いて考えることによって，今現在の過ご

し方や近い将来について考えるきっか

けとした。 

 参加者同士の交流が，もう少しあると

良かったという反省点も見いだされた。 

 

 

 

 

 

 

【資料７ ゲームを使ったキャリア指導】 

 

ⅱ お弁当作りと地域散策体験 

：６月１２日 

 

ⅲ ネイチャーゲーム体験 

：１０月２５日 

ⅳ 座禅体験・リンゴ狩り体験 

：１１月１日 

ⅰ 将来なりたい仕事を考える体験 

：７月１２日 



 

 

 

SNS を始めとするインターネットの

利用は生活を豊かにしてくれる一方で

「影」の部分がある。利用にあたっての

トラブルは絶えない現状を見据え，十分

な管理と利用方法について理解を深め

る体験とした。 

 LINE でのやりとりの仕方を含め，今

後も家庭との連携を強めるとともに，意

図的・継続的な支援が必要であると感じ

た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【資料８ 情報モラル指導】 

 

 

 

 

身近な進路選択を考える機会として，

県立小瀬高等学校見学を行った。子ども

たちからは，｢高校見学は何度か行った

けど，校舎が広かった。高校の先生の説

明が丁寧で分かりやすかった。｣，｢これ

からどういう所に行けばよいか，多少は

先を考えておいた方がいいかな。｣とい

う感想が寄せられた。今回の行事にも，

保護者会から３名が参加した。保護者か

らは，｢学校に行けなくて，ひまわり教

室(適応指導教室)に来ているから進学が

駄目なんだという劣等感をもって欲し

くない。｣というような切実な意見が出

された。 

 

 

 

 

 

 

 

【資料９ 県立小瀬高校教頭先生から】 

 

 

 

 

 

 

 

 

  【資料１０ 小瀬高校校内見学の様子】 

 

 

 

 

体幹を鍛えたり，集中力を高めたりす

ることが期待でき，集中力を高めること

は落ち込みを緩和すると言われている。

また，身体感覚を研ぎ澄ますことで心身

の安定が図れると考え，本体験を実施し

た。 

 今回の行事には，保護者会から３名が

参加した。｢良い気分転換になりました。

身体を調える，いい機会になりました。｣

という感想が寄せられた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【資料１１ 保護者と一緒に活動】 

ⅱ 携帯電話の使い方を学ぶ体験 

：７月１７日 

ⅲ 高校見学会体験 

：８月２２日 

ⅳ スラックライン体験 

：１２月１２日 

 



 

 

 

レジリエンスを鍛えるためには，深い

呼吸をしながら身体に意識を集中する

という作業が重要となる。今回も講師を

招聘し昨年度に引き続き実施した。なお，

１名の保護者が参加した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【資料１２ 講師によるヨガの効果】 

 

 

 

 

 

 

 

 

【資料１３ ヨガの活動】 

 

 

 

味覚を始めとする感覚に集中するこ

とは不安な気持ちを軽減する効果があ

るとされている。また，イギリスの文化

を学ぶことでより広い価値観に触れる

ことにも繋がる。今回は，市教育委員会

所属の ALT の先生を講師としてお願い

した。日常とは異なる文化にふれる貴重

な体験にもなった。今回は，２名の保護

者が参加した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【資料１４ ＡＬＴによる異文化体験】 

 

 

 

 

那珂市内で子育て等に悩む保護者に

対して，那珂市教育支援センターと連携

しながら，同じ視点を共有するとともに，

保護者相互が互いに支え合う仕組づく

りが求められた。 

 これまでも，那珂市教育支援センター

主催の事業(プログラム等)に保護者が参

加し，一定の成果を収めてきた。さらに

令和という新しい時代を迎えるととも

に，茨城大学戦略的地域連携プロジェク

トの支援を受け，那珂市内の思春期の子

育てを行う保護者の相互サポートに関

する活動及び啓発をいっそう図りたい

と考えた。そこで，思春期にある子ども

たちの支援に寄与することを目的とし

て那珂思春期保護者会｢たいよう｣を設

立するに至った。 

 組織化のため，不登校の子どもを抱え

る９名の保護者の賛同を得て，簡素な規

約を作成するとともに，会長に保護者の

代表を置いた。 

 主な取組について，以下に記す。なお，

ひまわり教室(適応指導教室)の行事にも

積極的に参加する姿が見られるように

なった。 

 ６月８日(土)，不登校を脱却した父親

と発達に偏りのある子の母親から，子ど

ⅴ 心と身体を整える｢ヨガ｣体験 

：１月２２日 

ⅵ  アフタヌーンティー体験 

：２月10日 

 

ⅶ  那珂思春期保護者会｢たいよう｣の

活動 

 



もとの関わりや子育てに関する話題を

提供してもらった。フリートーク形式で

会を進め，保護者の目線に添った意見発

表が参加者の共感を呼んだ。参加者は７

名であった。 

 ８月３日(土)，「家庭でのインターネッ

ト利用を考える」というテーマの下，子

どものネット活用並びに情報モラルに

係る研修を実施した。講師は那珂市教育

支援センター所員が務めた。話を聞き，

知識を得るだけでなく，具体的な対処策

等を話し合ったり情報交換したりした。

参加者は４名だった。 

 １２月１４日(土)，｢子どもの不登校を

経験した保護者の気持ち｣をテーマにし

保護者会を実施した。子育てに関する悩

みやそれに伴う心境の変化等，保護者の

方々から生の声を共有し合い，支え合い

のネットワークのさらなる展開を目指

した。参加者は１０名であった。 

 １月１１日(土)，２０２０年度に那珂

市教育支援センターが現在の菅谷地区

から戸多地区へ移転する。移転に関し，

通常の業務が縮小されるとともに，保護

者相互で今後の教育支援センターに期

待する事などの意見交換を行った。参加

者は８名であった。 

 なお，これまでの茨城大学戦略的地域

連携プロジェクトの支援を受け，市教育

委員会をはじめ市執行部も今後の教育

支援センターの役割について大きく期

待することとなり，多額の費用を投じて

旧戸多小学校の校舎を改築し，新たなる

教育支援センターが設立された。 

 今後，３月２８日(土)には，「不登校を

経験した子どもの気持ち」というテーマ

を設定し，不登校を経験した子の声に耳

を傾ける機会として保護者会を実施す

ることとした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 【資料１５ 保護者会の様子】 

 

ウ 福祉からのアプローチ 

本教育支援センターのカウンセラー

が不登校児童生徒の自宅に家庭訪問す

るなどし，保護者の心の安定や今後の方

策等への支援を続けてきた。家の中が片

付けられていない不衛生な家庭環境に

あったり，保護者が働こうとせず所得が

低い家庭，療育に不安を感じる家庭が見

られたりする。本来，カウンセラーが外

に出て，具体的に家庭を支援するもので

はなく，スクール･ソーシャルワーカー

が支援にあたるものであり，スクール・

ソーシャルワーカーの配置が以前から

切望される現状である。 

 今年度は，これらの環境をつくるため，

教育支援センターへのＳＳＷ配置を求

め，その活用について研究を実施した。

この研究成果をもとに，ＳＳＷを教育支

援センターへ配置することの有用性を

以下の通りまとめた。 

 

 

 

 高齢化社会が進む中で，若者の労働力

が限られ，経済力や生産・購買力など日

本の国力の衰えを止めることができな

くなる。 

 那珂市でも教育支援センターへも足

を運ぶことができず，家の中に引きこも

ⅰ 不登校対応の最前線で支援ネ

ットワークを「つなぐ」存在 



り状態で昼夜逆転の生活になってしま

っている児童生徒もいる。 

そこで，直接不登校児童生徒の家庭に

入り込み，学校や教育行政と「つなぐ」

存在が必要となる。 

 

 

 

○ 機動力が上がり，継続性が担保で

きる。家庭訪問や会議を定期的に

実施でき，活動の継続性が保証さ

れるメリットが大きい。要対協な

ど要保護性の高い事案の場合には，

数年継続して福祉と教育が連携す

ることで，ケースワークの見通し

が的確になると考えられる。 

○ カウンセラー等の心理職とＳＳＷ

の連携がスムーズに行える。同じ

施設に常駐することで，時間をか

けて協議することができ，心の安

定と生活支援という両輪がうまく

かみ合うことが期待できる。 

○ 市内の機関・学校を結ぶ線を強固

なものにできる。学校で起きてい

る事案を共有することで，事例案

件の蓄積が容易になり，学校と関

係機関とのつながりを強化するこ

とができると考えられる。 

 

 

 

 

 市内の事例をもとに，ＳＳＷ配置後の，

具体的な動き方について事案検討を行

った。各事案に対して，ＳＳＷがやるべ

き動きを選別し，必要な関係機関との連

携の仕方を検証した。特に，今年度の事

例から５事例で効果ができることの確

認ができた。 

 

② 今後の計画と課題 

 ア 事業を実施しての課題 

  ・大学との連携において，学生ボランテ

ィアの活用を，各種体験活動に十分に

生かすことができなかった。 

  ・プロジェクト全体の年間計画の作成で，

教育支援センターと市教委が，年度当

初に十分に大学教官と協議を行い指導

助言をもとに企画立案を行う必要があ

る。年度途中で担当教官より指導・助

言を受けながら修正することとなった。 

  ・今までの茨城大学戦略的地域連携プロ

ジェクトからの助力により，新支援セ

ンターの規模や人員を拡張することが

できた。特に，今後のプロジェクトに

とってＳＳＷの活用は大変重要なもの

になるが，実際の運用は来年度以降と

なる。今後，福祉部門からアプローチ

を具現化し，児童生徒のレジリエンス

育成につなげていきたい。 

 イ 今後の計画 

  ・新支援センターは，茨城大学や研究室

でも活用可能な施設であることから，

臨床研究の場として，双方にメリット

がある連携を深めていきたい。そのた

めに，施設の開放，事案の共有，人材

育成などについて進めていきたい。 

  ・ＳＳＷが支援センター配置である有益

性を具現化し，福祉部門からの支援に

より，児童生徒のレジリエンス力が向

上していくことを立証していきたい。

特に，本年度，社会福祉協議会内に「ふ

くし相談センター」が設けられ，本市

教育支援センターとの関わり方なども

模索していきたい。 

  ・「自然との関わり」「人との関わり」「福

祉からのアプローチ」の３視点を加え

た，レジリエンスを高めるプログラム

開発を目指す。 

 

ⅱ ＳＳＷを支援センター配置に

する有益性 

ⅲ ＳＳＷの動きをシミュレート

した事例研究 




